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１
．東
海
環
状
自
動
車
道
の
概
要

　

一
般
国
道
4
7
5
号
東
海
環
状
自
動
車

道
は
、愛
知
県
豊
田
市
を
起
点
と
し
、愛
知

県
瀬
戸
市
、
岐
阜
県
岐
阜
市
及
び
大
垣
市

等
の
主
要
都
市
を
経
て
三
重
県
四
日
市
市

に
至
る
延
長
約
1
5
3
㎞
の
高
規
格
道
路

（
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
）で
あ
り
、

中
京
圏
の
放
射
状
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

環
状
道
路
で
結
び
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
る
、
環
状
道
路
内

の
渋
滞
緩
和
、地
域
経
済
の
活
性
化
、災
害

に
強
い
道
路
機
能
の
確
保
を
目
的
に
計
画

さ
れ
た
道
路
で
あ
る
。（
図
―
１
）

　

東
海
環
状
自
動
車
道
は
、
昭
和
59
年
に

東
海
環
状
都
市
帯
整
備
構
想
が
示
さ
れ
、

平
成
元
年
か
ら
各
区
間
ご
と
に
都
市
計
画

決
定
が
な
さ
れ
た
。こ
れ
ま
で
に
東
回
り

（
豊
田
東
J
C
T
〜
美
濃
関
J
C
T
）が
平

成
17
年
３
月
に
開
通
し
、
西
回
り
は
大
垣

西
I
C
〜
養
老
J
C
T
間
の
平
成
24
年
９

月
開
通
を
皮
切
り
に
順
次
開
通
区
間
を
増

や
し
て
お
り
、直
近
で
は
、令
和
７
年
３
月

に
い
な
べ
I
C
〜
大
安
I
C
間
、
同
年
４

月
に
山
県
I
C
〜
本
巣
I
C
間
が
、
そ
し

て
８
月
に
本
巣
I
C
〜
大
野
神
戸
I
C
間

が
開
通
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

岐
阜
I
C
〜
本
巣
I
C
間
に
位
置
す
る

岐
阜
市
西
郷
地
区
は
、冬
季
に「
伊
吹
お
ろ

し
」
と
呼
ば
れ
る
乾
燥
し
た
冷
た
く
強
い

風
が
吹
く
こ
と
が
あ
る
田
園
地
域
で
あ
る
。

現
場
制
約
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
短
い
支

間
長
で
の
配
置
が
可
能
、
ま
た
地
盤
が
強

固
で
あ
る
と
い
う
、
P
C
橋
に
適
し
た
現

地
条
件
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
渡
河
部
の

鋼
橋
を
除
く
約
１
㎞
の
区
間
に
P
C
橋
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。（
写
真
―
１
）

　

施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
各
社
独
自
の
プ

レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
緊
張
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
鋼
材
の
伸
び

を
デ
ー
タ
管
理
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
手

書
き
に
比
べ
誤
差
の
削
減
を
す
る
な
ど
、

品
質
向
上
に
努
め
た
。ま
た
、３
次
元
モ
デ

ル
や
新
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、省
人
・
省
力
化
、コ
ス
ト
縮
減
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

２
．開
通
に
伴
う
ス
ト
ッ
ク
効
果

⑴
利
用
状
況

　

平
成
17
年
に
東
回
り
が
開
通
し
て
以
降
、

新
た
な
区
間
の
開
通
に
伴
い
通
行
台
数
が

順
調
に
増
加
し
、
令
和
６
年
に
は
累
計
通

行
台
数
が
約
3
・
7
億
台
と
、
多
く
の
方

に
東
海
環
状
自
動
車
道
を
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。（
図
―
２
）

⑵
企
業
立
地
の
促
進

　

東
回
り
の
全
線
工
事
着
工（
平
成
12
年
）

後
、東
海
環
状
自
動
車
道
の
沿
線
市
町
に

は
工
業
団
地
が
35
箇
所
完
成
し
、
沿
線
市

町
の
製
造
業
従
業
者
数
が
約
3
・
8
万
人
、

製
造
品
出
荷
額
等
は
約
15
・
8
兆
円
増
加

し
て
い
る
。（
図
―
３
、図
―
４
）

⑶ 

物
流
効
率
化

　

東
回
り
開
通
後
、
東
回
り
沿
線
に
は
新

た
に
65
の
物
流
施
設
が
立
地
し
、
西
回
り

沿
線
で
も
開
通
を
見
据
え
新
た
に
38
の
物

流
施
設
が
立
地
し
、
更
な
る
物
流
の
効
率

化
が
期
待
さ
れ
る
。（
図
―
５
）

　

沿
線
企
業
か
ら
は
、「
物
流
セ
ン
タ
ー
間

の
移
管
物
流
業
務
や
各
店
舗
へ
の
商
品
配

送
業
務
が
効
率
化
し
た
」、「
東
海
環
状
道

に
よ
る
効
率
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
更
な
る
物
量
増
加
を
見
込
ん
で
新

し
い
物
流
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
た
」
と
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑷ 

広
域
防
災
拠
点
化
の
進
展

　

東
海
環
状
自
動
車
道
は
、
強
震
動
予
測

地
域
や
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
、
津
波

浸
水
想
定
地
域
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
を
極

力
回
避
す
る
と
と
も
に
、
通
過
す
る
場
合

に
は
高
架
橋
等
の
災
害
に
強
い
構
造
を
採

用
す
る
な
ど
各
種
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
道

路
で
あ
り
、
災
害
リ
ス
ク
の
低
い
東
海
環

状
自
動
車
道
沿
線
で
は
、
県
の
広
域
防
災

拠
点
が
立
地
す
る
な
ど
、
広
域
防
災
拠
点

化
が
進
展
し
て
い
る
。（
図
―
６
）

地域に賑わい創出
明日を築くプロジェクトの風景♯004

▲ 図－1 東海環状自動車道の整備状況

▲ 写真－1 岐阜市西郷地区の施工状況

※ （ ）書きの名称は仮称

国土交通省中部地方整備局
岐阜国道事務所
計画課長
とよ       だ            たけ　　  し

豊田 剛司

I
C
ま
で
移
動
し
約
37
分
要
し
て
い
た
が
、

開
通
後
は
本
巣
I
C
か
ら
高
速
道
路
を
利

用
で
き
、所
要
時
間
は
約
17
分
と
20
分
短

縮
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、本
巣
市
周
辺
を
出

発
点
と
す
る
岐
阜
県
北
部
・
愛
知
・
静
岡

方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
強
化
さ
れ
、沿
線
企

業
の
活
動
を
支
え
て
い
る
。近
年
、本
巣

I
C
周
辺
で
は
、新
工
場
の
稼
働
や
物
流
拠

点
の
操
業
も
み
ら
れ
る
。（
図
―
７
）

　

沿
線
企
業
か
ら
は
、「
通
行
料
金
は
多
少

増
え
る
が
、時
間
外
作
業
費
用
が
抑
え
ら
れ
、

ト
ー
タ
ル
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
」等
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

②
岐
阜
I
C
開
通
に
伴
い
迅
速
な
救
急
搬

送
を
支
援

　

岐
阜
国
道
事
務
所
で
は
令
和
3
年
11
月
、

岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
）
に
E
T
C
2
・
0
簡
易

型
路
側
機
を
、
地
域
の
救
急
車
４
台
に
個

車
が
特
定
可
能
な
E
T
C
2
・
0
車
載
機

を
設
置
し
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の
整
備

効
果
分
析
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
環
境
を
構
築

し
た
。

　

収
集
し
た
救
急
車
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
を

用
い
て
岐
阜
I
C
開
通
後
の
状
況
を
分
析

し
た
結
果
、岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院

へ
の
搬
送
時
間
は
約
９
分
短
縮
し
、よ
り

迅
速
な
救
急
搬
送
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

（
図
―
８
）

⑵
本
巣
I
C
〜
大
野
神
戸
I
C
間 

開
通

後
の
効
果
と
期
待

① 

開
通
１
箇
月
後
の
交
通
状
況

　

開
通
後
１
箇
月
間
の
平
均
交
通
量
は
本

巣
I
C
〜
大
野
神
戸
I
C
間
で
5
3
0
0

台
／
日
、
開
通
前
に
比
べ
隣
接
す
る
岐
阜

I
C
〜
本
巣
I
C
間
で
は
約
2
・
5
倍
、

大
野
神
戸
I
C
〜
大
垣
西
I
C
間
で
は
約

２
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
、
周
辺
道
路
か
ら
の
交
通
の
転
換

や
企
業
活
動
の
活
発
化
、
観
光
需
要
の
高

ま
り
等
に
よ
り
、
交
通
量
が
さ
ら
に
増
加

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（
図
―
９
）

②
沿
線
工
業
地
の
地
価
の
上
昇

　

西
回
り
沿
線
で
は
、交
通
利
便
性
向
上

の
期
待
か
ら
企
業
誘
致
が
進
み
、地
価
が

上
昇
し
た
。岐
阜
県
の
工
業
地
地
価
の
上

昇
率
は
33
年
ぶ
り
に
１
％
を
超
え
、本
巣

市
の
地
価
上
昇
率
は
県
内
１
位
と
好
調
に

推
移
し
て
い
る
。今
後
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
開
発
が
進
む
こ
と
で
、更
な
る

産
業
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。（
写
真
―

２
）。

③
本
巣
P
A
と
地
域
の
連
携
に
よ
る
に
ぎ

わ
い
の
創
出

　

本
巣
I
C
〜
大
野
神
戸
I
C
の
開
通
に

あ
わ
せ
て
本
巣
P
A
が
オ
ー
プ
ン
し
、本

巣
市
の
地
域
拠
点「
も
と
ま
る
パ
ー
ク
」と

連
結
し
た
。も
と
ま
る
パ
ー
ク
で
は
、開
通

に
あ
わ
せ
て
カ
フ
ェ
＆
マ
ル
シ
ェ
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

開
通
後
の
令
和
７
年
９
月
の
も
と
ま
る

パ
ー
ク
の
利
用
者
数
は
前
年
に
比
べ
約
２

倍
に
増
加
し
、こ
れ
ら
を
核
と
し
た
に
ぎ

わ
い
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。（
写
真

―
３
）

４
．ス
ト
ッ
ク
効
果
の
最
大
化
・東
海

　

 

環
状
自
動
車
道
の
更
な
る
利
活
用

　

 

に
向
け
た
取
組
事
例

　
⑴
パ
ネ
ル
展
示
や
動
画
配
信
に
よ
る
広
報

　

東
海
環
状
自
動
車
道
の
概
要
や
ス
ト
ッ

ク
効
果
に
つ
い
て
、各
種
イ
ベ
ン
ト
、自
治

体
庁
舎
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

等
で
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
広
報
を
行
い
、

沿
線
地
域
の
方
々
や
来
訪
者
に
広
く
周
知

し
て
い
る
。

　

ま
た
、動
画
サ
イ
ト「
ぎ
ふ
こ
く
チ
ャ
ン

ネ
ル
」に
お
い
て
、沿
線
企
業
や
観
光
施
設
、

病
院
、
消
防
等
の
期
待
の
声
や
東
海
環
状

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
画
を
配
信
し
、

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る
。（
写
真
―
４
）

⑵
沿
線
地
域
と
連
携
し
た
地
域
整
備
お
よ

び
利
活
用
促
進

　

中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
効

果
最
大
化
を
図
る
た
め
、
東
海
環
状
地
域

整
備
推
進
協
議
会
、
東
海
環
状
西
回
り
利

活
用
促
進
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

参
加
し
、沿
線
各
県
や
市
町
村
、経
済
団
体

と
連
携
し
て
、
地
域
開
発
へ
の
理
解
の
醸

成
を
図
り
、工
業
、商
業
、農
業
、観
光
等
の

幅
広
い
協
力
を
得
る
た
め
の
啓
発
活
動
等

を
推
進
し
て
い
る
。

５
．お
わ
り
に

　

令
和
７
年
度
の
開
通
に
よ
り
、
東
海
環

状
自
動
車
道
の
開
通
延
長
は
1
3
4
・
6

㎞（
約
９
割
）が
開
通
し
た
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
残
る
岐
阜
県
・
三
重
県
境
区
間
の

養
老
I
C
〜
い
な
べ
I
C
間
が
つ
な
が
る

こ
と
で
高
速
道
路
が
初
め
て
岐
阜
県
と
三

重
県
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
い
よ
い
よ
環

状
道
路
が
完
成
す
る
。引
き
続
き
、関
係
機

関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

つながる東海環状自動車道

３
．令
和
７
年
度 

岐
阜
県
区
間

　

  

開
通
（
県
境
部
除
く
）に
伴
う

　

効
果
と
今
後
の
期
待

　

山
県
I
C
〜
本
巣
I
C
間
の
開
通
３
箇

月
後
、そ
し
て
本
巣
I
C
〜
大
野
神
戸

I
C
間
の
開
通
１
箇
月
後
の
開
通
効
果
と

今
後
の
期
待
を
紹
介
す
る
。

⑴
山
県
I
C
〜
本
巣
I
C
間 

開
通
３
箇

　

 

月
後
の
開
通
効
果

①
本
巣
I
C
周
辺
企
業
の
生
産
性
向
上

　

開
通
前
は
、本
巣
市
周
辺
か
ら
美
濃
関

J
C
T
を
通
過
す
る
に
は
一
般
道
で
山
県
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は
工
業
団
地
が
35
箇
所
完
成
し
、
沿
線
市

町
の
製
造
業
従
業
者
数
が
約
3
・
8
万
人
、

製
造
品
出
荷
額
等
は
約
15
・
8
兆
円
増
加

し
て
い
る
。（
図
―
３
、図
―
４
）

⑶ 

物
流
効
率
化

　

東
回
り
開
通
後
、
東
回
り
沿
線
に
は
新

た
に
65
の
物
流
施
設
が
立
地
し
、
西
回
り

沿
線
で
も
開
通
を
見
据
え
新
た
に
38
の
物

流
施
設
が
立
地
し
、
更
な
る
物
流
の
効
率

化
が
期
待
さ
れ
る
。（
図
―
５
）

　

沿
線
企
業
か
ら
は
、「
物
流
セ
ン
タ
ー
間

の
移
管
物
流
業
務
や
各
店
舗
へ
の
商
品
配

送
業
務
が
効
率
化
し
た
」、「
東
海
環
状
道

に
よ
る
効
率
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
更
な
る
物
量
増
加
を
見
込
ん
で
新

し
い
物
流
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
た
」
と
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑷ 

広
域
防
災
拠
点
化
の
進
展

　

東
海
環
状
自
動
車
道
は
、
強
震
動
予
測

地
域
や
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
、
津
波

浸
水
想
定
地
域
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
を
極

力
回
避
す
る
と
と
も
に
、
通
過
す
る
場
合

に
は
高
架
橋
等
の
災
害
に
強
い
構
造
を
採

用
す
る
な
ど
各
種
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
道

路
で
あ
り
、
災
害
リ
ス
ク
の
低
い
東
海
環
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す
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▲ 図－2 東海環状自動車道の通行台数の推移

▲ 図－5 東海環状自動車道沿線の物流施設の立地状況▲ 図－6　名古屋都市圏の広域防災拠点の立地

▲ 図－3 東海環状自動車道沿線の工業団地位置図

▲ 図－4 東海環状自動車道沿線市町の製造業の動向

出典：NEXCO中日本資料

出典：国土交通省調べ（中部運輸局資料）  令和6年3月末時点

出典：平成12年工業統計調査、2024年経済構造実態調査
※1 沿線市町：東回り8市4町、西回り7市4町
※2 グラフ内の数値は、四捨五入の関係で合計値が合わない
      場合がある

出典：自治体調査結果（R6.10時点）
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が
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ら
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速
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で
き
、所
要
時
間
は
約
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分
と
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縮
し
た
。こ
れ
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り
、本
巣
市
周
辺
を
出

発
点
と
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る
岐
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県
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・
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・
静
岡
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面
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の
ア
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が
強
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れ
、沿
線
企

業
の
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を
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て
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る
。近
年
、本
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で
は
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工
場
の
稼
働
や
物
流
拠

点
の
操
業
も
み
ら
れ
る
。（
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線
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多
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が
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外
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業
費
用
が
抑
え
ら
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、

ト
ー
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ル
で
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メ
リ
ッ
ト
は
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き
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」等
の
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を
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だ
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て
い
る
。
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は
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岐
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病
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（
高
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救
急
セ
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タ
ー
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に
E
T
C
2
・
0
簡
易

型
路
側
機
を
、
地
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の
救
急
車
４
台
に
個

車
が
特
定
可
能
な
E
T
C
2
・
0
車
載
機

を
設
置
し
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の
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果
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モ
ニ
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リ
ン
グ
環
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を
構
築
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た
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車
プ
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デ
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を

用
い
て
岐
阜
I
C
開
通
後
の
状
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を
分
析

し
た
結
果
、岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院

へ
の
搬
送
時
間
は
約
９
分
短
縮
し
、よ
り

迅
速
な
救
急
搬
送
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
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開
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通
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戸
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台
／
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、
開
通
前
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比
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岐
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本
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は
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、
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垣
西
I
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で
は
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２
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に
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加
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て
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。
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、
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辺
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の
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の
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や
企
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活
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、
観
光
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要
の
高

ま
り
等
に
よ
り
、
交
通
量
が
さ
ら
に
増
加

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（
図
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の
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誘
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が
進
み
、地
価
が

上
昇
し
た
。岐
阜
県
の
工
業
地
地
価
の
上

昇
率
は
33
年
ぶ
り
に
１
％
を
超
え
、本
巣

市
の
地
価
上
昇
率
は
県
内
１
位
と
好
調
に

推
移
し
て
い
る
。今
後
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
開
発
が
進
む
こ
と
で
、更
な
る

産
業
の
活
性
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が
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れ
る
。（
写
真
―

２
）。
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I
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戸
I
C
の
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に

あ
わ
せ
て
本
巣
P
A
が
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し
、本

巣
市
の
地
域
拠
点「
も
と
ま
る
パ
ー
ク
」と

連
結
し
た
。も
と
ま
る
パ
ー
ク
で
は
、開
通

に
あ
わ
せ
て
カ
フ
ェ
＆
マ
ル
シ
ェ
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

開
通
後
の
令
和
７
年
９
月
の
も
と
ま
る

パ
ー
ク
の
利
用
者
数
は
前
年
に
比
べ
約
２

倍
に
増
加
し
、こ
れ
ら
を
核
と
し
た
に
ぎ

わ
い
の
創
出
が
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さ
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て
い
る
。（
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自
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車
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の
概
要
や
ス
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ッ
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効
果
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て
、各
種
イ
ベ
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ト
、自
治

体
庁
舎
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

等
で
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
広
報
を
行
い
、

沿
線
地
域
の
方
々
や
来
訪
者
に
広
く
周
知

し
て
い
る
。

　

ま
た
、動
画
サ
イ
ト「
ぎ
ふ
こ
く
チ
ャ
ン

ネ
ル
」に
お
い
て
、沿
線
企
業
や
観
光
施
設
、

病
院
、
消
防
等
の
期
待
の
声
や
東
海
環
状

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
画
を
配
信
し
、

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る
。（
写
真
―
４
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⑵
沿
線
地
域
と
連
携
し
た
地
域
整
備
お
よ

び
利
活
用
促
進

　

中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
効

果
最
大
化
を
図
る
た
め
、
東
海
環
状
地
域

整
備
推
進
協
議
会
、
東
海
環
状
西
回
り
利

活
用
促
進
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

参
加
し
、沿
線
各
県
や
市
町
村
、経
済
団
体

と
連
携
し
て
、
地
域
開
発
へ
の
理
解
の
醸

成
を
図
り
、工
業
、商
業
、農
業
、観
光
等
の

幅
広
い
協
力
を
得
る
た
め
の
啓
発
活
動
等

を
推
進
し
て
い
る
。

５
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わ
り
に

　

令
和
７
年
度
の
開
通
に
よ
り
、
東
海
環

状
自
動
車
道
の
開
通
延
長
は
1
3
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・
6
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約
９
割
）が
開
通
し
た
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
残
る
岐
阜
県
・
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重
県
境
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間
の
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I
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い
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べ
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が
つ
な
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る

こ
と
で
高
速
道
路
が
初
め
て
岐
阜
県
と
三

重
県
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
い
よ
い
よ
環

状
道
路
が
完
成
す
る
。引
き
続
き
、関
係
機

関
と
緊
密
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連
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を
図
り
、
地
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の
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を
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な
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組
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で
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く
。
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　　 広域防災拠点は、岐阜県・愛知県・三重県及び中部地方幹線道路
        協議会資料より
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道
路
が
初
め
て
岐
阜
県
と
三

重
県
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
い
よ
い
よ
環

状
道
路
が
完
成
す
る
。引
き
続
き
、関
係
機

関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

出典：救急車プローブデータ

出典：NEXCO中日本提供データより、下記期間の日交通量の平均値を集計
R6.4 山県IC～本巣IC開通前：令和6年4月9日(火)～年4月25日(木) 
R7.4 山県IC～本巣IC開通後：令和7年4月8日(火)～年4月24日(木)
R7.6 山県IC～本巣IC開通3ヶ月後：令和7年6月1日(日)～年6月30日(月)
R7.9 本巣IC～大野神戸IC開通後：令和7年8月31日(日)～年9月30日(火)

３
．令
和
７
年
度 

岐
阜
県
区
間

　

  
開
通
（
県
境
部
除
く
）に
伴
う

　

効
果
と
今
後
の
期
待

　

山
県
I
C
〜
本
巣
I
C
間
の
開
通
３
箇

月
後
、そ
し
て
本
巣
I
C
〜
大
野
神
戸

I
C
間
の
開
通
１
箇
月
後
の
開
通
効
果
と

今
後
の
期
待
を
紹
介
す
る
。

⑴
山
県
I
C
〜
本
巣
I
C
間 
開
通
３
箇

　

 

月
後
の
開
通
効
果

①
本
巣
I
C
周
辺
企
業
の
生
産
性
向
上

　

開
通
前
は
、本
巣
市
周
辺
か
ら
美
濃
関

J
C
T
を
通
過
す
る
に
は
一
般
道
で
山
県
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I
C
〜
本
巣
I
C
間
で
は
約
2
・
5
倍
、

大
野
神
戸
I
C
〜
大
垣
西
I
C
間
で
は
約

２
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
、
周
辺
道
路
か
ら
の
交
通
の
転
換

や
企
業
活
動
の
活
発
化
、
観
光
需
要
の
高

ま
り
等
に
よ
り
、
交
通
量
が
さ
ら
に
増
加

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（
図
―
９
）

②
沿
線
工
業
地
の
地
価
の
上
昇

　

西
回
り
沿
線
で
は
、交
通
利
便
性
向
上

の
期
待
か
ら
企
業
誘
致
が
進
み
、地
価
が

上
昇
し
た
。岐
阜
県
の
工
業
地
地
価
の
上

昇
率
は
33
年
ぶ
り
に
１
％
を
超
え
、本
巣

市
の
地
価
上
昇
率
は
県
内
１
位
と
好
調
に

推
移
し
て
い
る
。今
後
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
開
発
が
進
む
こ
と
で
、更
な
る

産
業
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。（
写
真
―

２
）。

③
本
巣
P
A
と
地
域
の
連
携
に
よ
る
に
ぎ

わ
い
の
創
出

　

本
巣
I
C
〜
大
野
神
戸
I
C
の
開
通
に

あ
わ
せ
て
本
巣
P
A
が
オ
ー
プ
ン
し
、本

巣
市
の
地
域
拠
点「
も
と
ま
る
パ
ー
ク
」と

連
結
し
た
。も
と
ま
る
パ
ー
ク
で
は
、開
通

に
あ
わ
せ
て
カ
フ
ェ
＆
マ
ル
シ
ェ
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

開
通
後
の
令
和
７
年
９
月
の
も
と
ま
る

パ
ー
ク
の
利
用
者
数
は
前
年
に
比
べ
約
２

倍
に
増
加
し
、こ
れ
ら
を
核
と
し
た
に
ぎ

わ
い
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。（
写
真

―
３
）

４
．ス
ト
ッ
ク
効
果
の
最
大
化
・東
海

　

 

環
状
自
動
車
道
の
更
な
る
利
活
用

　

 

に
向
け
た
取
組
事
例

　
⑴
パ
ネ
ル
展
示
や
動
画
配
信
に
よ
る
広
報

　

東
海
環
状
自
動
車
道
の
概
要
や
ス
ト
ッ

ク
効
果
に
つ
い
て
、各
種
イ
ベ
ン
ト
、自
治

体
庁
舎
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

等
で
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
広
報
を
行
い
、

沿
線
地
域
の
方
々
や
来
訪
者
に
広
く
周
知

し
て
い
る
。

　

ま
た
、動
画
サ
イ
ト「
ぎ
ふ
こ
く
チ
ャ
ン

ネ
ル
」に
お
い
て
、沿
線
企
業
や
観
光
施
設
、

病
院
、
消
防
等
の
期
待
の
声
や
東
海
環
状

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
画
を
配
信
し
、

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
る
。（
写
真
―
４
）

⑵
沿
線
地
域
と
連
携
し
た
地
域
整
備
お
よ

び
利
活
用
促
進

　

中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
効

果
最
大
化
を
図
る
た
め
、
東
海
環
状
地
域

整
備
推
進
協
議
会
、
東
海
環
状
西
回
り
利

活
用
促
進
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

参
加
し
、沿
線
各
県
や
市
町
村
、経
済
団
体

と
連
携
し
て
、
地
域
開
発
へ
の
理
解
の
醸

成
を
図
り
、工
業
、商
業
、農
業
、観
光
等
の

幅
広
い
協
力
を
得
る
た
め
の
啓
発
活
動
等

を
推
進
し
て
い
る
。

５
．お
わ
り
に

　

令
和
７
年
度
の
開
通
に
よ
り
、
東
海
環

状
自
動
車
道
の
開
通
延
長
は
1
3
4
・
6

㎞（
約
９
割
）が
開
通
し
た
こ
と
に
な
る
。

今
後
、
残
る
岐
阜
県
・
三
重
県
境
区
間
の

養
老
I
C
〜
い
な
べ
I
C
間
が
つ
な
が
る

こ
と
で
高
速
道
路
が
初
め
て
岐
阜
県
と
三

重
県
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
い
よ
い
よ
環

状
道
路
が
完
成
す
る
。引
き
続
き
、関
係
機

関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

▲ 写真－2 開発が進む大野神戸IC周辺

▲ 写真－3 もとまるパーク

▲ 写真－４ 環状インフラツーリズム～山とつながる編～

＜参考文献＞
　岐阜国道事務所ホームページ
　（東海環状自動車道の事業概要や動画等の各種情報を掲載）
　https://www.cbr.mlit.go.jp/gifu/works/tokaikanjo.html
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